
 
 

社会福祉法人 東京都社会福祉事業団 
令和８年度定時評議員会議事録  

 
１ 招集年月日 

 令和８年６月９日（火曜日） 

２ 開催日時 
 令和８年６月２５日（木曜日）午後３時００分から午後３時５４分まで 

３ 開催場所 
 社会福祉法人東京都社会福祉事業団事務局第一会議室 
 ※Ｗｅｂ会議システムによる出席者は、自宅・職場等の各会場から出席 

４ 出席者（※Ｗｅｂ会議システムによる外部会場からの出席者） 

(1) 評議員総数 １０名 
 出席評議員  ７名 

評議員  横 堀 昌 子（※）  評議員  矢  嶋 里  絵（※）   
評議員  湯 浅 克 己（※）  評議員  小 池   朗      

   評議員  星 野 政 人     評議員  山 崎 郁 子     

評議員  梶 野 京 子（※）  

(2) 出席理事及び監事 

 理事長  雲 田 孝 司    業務執行理事 藤 井 麻里子 

監 事  石 村 光 代（※）   監 事    仁田坂 和 夫（※）    

５ 議長 
  評議員 小 池   朗 

６ 議事録作成者 
  評議員 小 池   朗 

７ 議 題 

(1) 報告事項 

ア 令和７年度事業報告書について 

イ 令和７年度決算について 

 

※ 以下の「８ 議事の経過の要領及びその結果」における発言者は「出席者」と表記し

ている。（理事長、業務執行理事及び監事の職責としての発言をした場合の監事を除く。） 

 

８ 議事の経過の要領及びその結果 

(1)  報告事項 

 報告事項について、雲田理事長、藤井業務執行理事及び事務局から、「令和

７年度事業報告書」及び「令和７年度決算」について、説明があった。  



 
 
  

その後、議長が質問・意見を募ったところ、次の質問・意見があった。 

〇 出席者から、事業報告について、虐待案件の報告のほか、生活・支援の安

心安全を保つための多様な取組や、児童相談センター治療指導課のモデル

事業への継続参加など、外部の専門家によるサポートを受けながら進めて

いることを理解した。 

支援する子どもたちをどのように理解するかが非常に大切であり、個人で

はなくチーム全体で、さらに外部の専門職やスーパーバイザーの力を取り込

むことが重要である。具体的には、適切かつ包括的なアセスメント、子ども

のニーズを理解するためのニーズアセスメント、リスク要因を理解するため

のリスクアセスメントである。不適切支援の防止と支援者の専門性を高める

ための取組を支援者支援も含め、引き続き強化していってほしい。 

また、「助けを求める声が上げられるという施設の文化と雰囲気作り」の

重要性を認識している。加えて、異なるバックグラウンドや感覚をもつ職員

がいる中、職員が力と心を合わせてサポーティブなチームとして機能するよ

う、施設の運営においてチームビルディングを意図的に強化することをお願

いしたいとの意見があった。藤井業務執行理事から、チームで支援を行うこ

とは重要と捉えており、そのためにまず風通しの良い職場づくり、そして理

事会でご意見を頂いた受援力にも力を入れていきたいと考えている。また、

職員の専門性を高めることも非常に重要である。特に最近、医療面での知識

が必要になっていることから、児童相談センターの治療指導課や、近隣の医

療機関などの協力を得て、職員の専門性を高めていきたいと考えているとの

回答があった。 

○ 出席者から、事業報告について、障害支援施設で利用者１名が地域移行し

たことについて、困難な状況がある中で、非常に長期間にわたって丁寧に支

援を進めた結果の成功事例であると考えるが、どのような要因が成功につ

ながったか、また、成功事例を他の施設にも共有する場が設けられている

か、また、実際に「地域に出たい」という意思確認ができた利用者がどのく

らいいるか、との質問があった。 

藤井業務執行理事から、成功の要因は、本事案は地域移行を念頭に置いた

支援を継続して行ってきたことや、地域における資源などを園でよく把握し

ていて、地域資源の紹介や見学など細かい取組を積み重ねたことと考えてい

る。また、地域移行した後も、職員がその後の様子を確認することが利用者

の安心につながっており、成功の一因となっている。 

また、情報共有の場として、12 施設の管理職と事務局職員が一堂に会す

る経営者会議があり、その中で今回の取組についても共有することを考えて

いる。 

    また、地域移行の意向確認について、全員に確認したデータがまだないが、

各施設の地域移行の取組については、事業報告書にグループホームや施設



 
 

の見学などのデータがあるとの回答があった。 

  さらに、出席者から、地域移行希望者の把握が必要であるとの意見があ

り、藤井業務執行理事から、今の段階では、どのくらいの利用者が地域移行

を希望しているかデータを取っていないが、今年度から全員に確認するこ

ととなっているため、データとしてまとめていきたいとの回答があった。 

 

 

 以上、議長は議事がすべて終了した旨を告げ、午後３時５４分に閉会した。 

 


